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1 は じ め に

ジクワット・パラコート混合剤は非選択性除草剤

として市販される除草剤であり、水稲作では秋期稲

刈り取り後や春期耕起直前などの雑草防除に使用さ

れる。パラコート単剤およびジクワット・パラコー

ト混合剤については、従来の茎葉処理剤として雑草

を枯殺する効果に加え、種子処理により種子の幼

芽・幼根の伸長を抑制する効果のあることがイネ 1)

や数種の雑草 ので報告されている。このことから、

こばれ籾発芽防止 のや雑草イネの防除 。への応用試

験が行われ、雑草発生抑制効果の実用性 うについて

も検討されている。本試験では、こうした効果の積

雪寒冷地での実用性を検討するため、ノビエ種子ヘ

の効果を積雪前秋期処理と融雪後春期処理で比較し、

水稲種子への効果を処理後土中に保存した場合と処

理後土壌表面に保存した場合で比較した。

2試 験 方 法

(1)ノ ビエ種子に対する効果

試験は、東北農業研究センター水田利用部 (秋田

県大仙市四ッ屋)内にある屋外コンクリートボット

を使用して行った。材料はセンター内圃場で 2003

年 10月 に採取したタイヌビエを使用し、ジクワッ

ト・パラコート混合剤 (ジクワットジプロミド70%、

パラコートジクロリド 50%液剤、商品名プリグロ
ックス L)の他、対照剤としてグリホサート剤 (グ

リホサートアンモニウム塩 410%、 商品名ラウンド

アップハィロード)を試験に供試した。処理量はそ

れぞれ m2あたり lmLおよび 0 5mLと し、n3あたり

100mLの水に溶かして散布した。積雪前処理区は

2003年 12月 18日 に処理を行い、融雪後処理区は

2004年 4月 21日 に処理を行った。種子は 1区 60粒

3反復でナイロン製網袋に入れ、屋外コンクリート

ボットの土壊表面で越冬させた。除草剤散布は網袋

に入れた種子に行ったが、積雪前処理では網袋に入

れる前に薬包紙上に種子をおいて薬剤を散布し、十

分に種子を薬剤に浸した区を設けた。秋田県では 5

月中旬が標準的な代かき時期であることから、2004

年 5月 18日 には種子を回収して発芽試験を行った。

発芽試験は水を入れたシャーレに種子を入れ、明条

件 30℃で行つた。10日 目までに発芽しなかった種

子については、TTC試 験 〈1%2,3,5 triphenvI

tetrazollum chloride溶液による胚の着色で生死

を判定)により、死滅種子と休眠種子を半1別 した。

発芽種子は植壌土を詰めたバットに植え、水深

510c皿 に保ち、発芽試験開始 20日 後にあたる 6月

7日 に生育を調査した。

(2)水稲種子に対する効果

供試品種は、雑草イネに比較的近い栽培品種と推

定される「吉林黒米Jを使用し、対照品種として「あ

きたこまち」を使用した。種子は 1区 200粒でナイ

ロン製網袋に入れ、1反復で行った。水稲種子は土

中約 5cm深に埋めた場合と土壌表面においた場合の

2区を設けた。除草剤処理は網袋に入れた種子に対
して積雪前 (2003年 12月 18日 )に行い、他の試験

概要はノビエ種子の場合に準じた。

3試 験 結 果 及 び 考 察

(1)ノ ビエ種子に対する効果

種子の発芽率、死滅率、休眠種子の割合は、いず

れも無処理区と各処理区の間に顕著な差異は見られ

なかった。発芽率はいずれの処理区でも 8割前後の

値を示し、死滅率は 2割前後、休眠種子は 2%以下で

あった。しかし、発芽した種子を移植し、発芽試験

開始 20日後に生育を調べたところ、ジクワット・

パラコート処理区では、発芽後の生育が顕著に阻害

されるのが認められた (図 1)。 1葉期以上に生育し

た個体数で比較すると、無処理区では 59%の種子が

1葉期に達したのに対し、ジクワット・パラコート

処理区では、積雪前薬包紙上処理区で 18%であった。

3葉期に達した個体数ではその差がさらに顕著で、

無処理区で 50%であったのに対し、積雪前薬包紙上

処理区では わずか 3%であった。同様に処理を行つ

た積雪前グリホサート処理区では、3葉期に達した

ものが 32%と 無処理区よりやや低下していたが、 1

葉期以上には 58%が達しており、無処理区との間に

顕著な差異は認められなかった。したがって、発芽

後の生育抑制効果はジクワット・パラコート混合剤
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図1 ノビエ発芽種子における発芽後の成長
発芽試験欄始 20日後の調査結果。C処理 ;グリホサー

ト処理、DP処理 ;ジクワット・パラコート処理

特有のものと考えられた。

網袋に入れた種子に除草剤散布を行った場合は、

積雪前処理区で 3葉期以上に達したものが 15%、 1

葉期以上に達したものが 43%と なり、同時期の薬包

紙上処理区より効果が低下するのが認められた。網

袋に入れた種子への散布では除草剤の浸透が十分で

ない種子もあったと考えられ、このことが生育抑制

効果を低下させたと考えられる。一方、網袋に入れ

た種子に除草剤散布を行った場合でも、融雪後処理

区では 3葉期以上に達したものが 3%、 1葉期以上に

達したものが 16%と、積雪前薬包紙上処理区と同じ

程度の高い効果が得られた。この結果から、種子ヘ

の除草剤散布が十分にできない場合には、融雪後処

理の方が高い効果が得られるといえる。実際の現場

では、稲刈り後に稲わらや冬雑草等が雑草種子を覆

うことも多く、網袋にいれて処理した場合の方が現

場に近い条件と考えられる。従って、積雪寒冷地で

ジクワット・パラコート剤の高い効果を得るために

は、融雪後まで耕起をせず、融雪後に処理を行うの

が良いと考えられる。

(2)水稲種子に対する効果

水稲品種の「吉林黒米」と「あきたこまち」に対

してジクワット・パラコート処理の効果を調べたと

ころ,「あきたこまち」では発芽試験で種子のほとん

どが腐敗したため効果が判断できなかった。「吉林黒

米」では腐敗せずに発芽した種子が 318%に達した

が、ジクワット・パラコート処理による生育抑市」効

果が認められず、冬期保存状態の影響も明らかでな

かった く図 2)。 このように、本試験では発芽率が低

く、反復も 1反復だったため、「吉林黒米」種子ヘ

のジクワット・パラコート剤の発芽後生育抑制効果

を明らかにすることはできなかった。試験の目的と

は異なるが、試験結果は「吉林黒米J種子が「あき

たこまち」種子より腐敗しにくいことを示唆するも

のであった。

あきたこまち 吉絲黒米

国 2 水稲発芽種子における発芽後の成長
発芽試験開始 20日後の調査結果。無 ,無処理、DP:ジ

クヮット・パラコート処理、C,グリホサート処理

4ま と め

以上の結果、ノビエ種子に対してジクワット・パ

ラコート剤の発芽後生育抑制効果を積雪寒冷地で高

く得るためには、積雪前秋期処理よりも融雪後春期

処理が良いと考えられた。水稲品種「吉林黒米」種

子へのジクワット・パラコート剤の効果を明らかに

することはできなかった。

なお、本研究は、財団法人日本植物調節剤研究協

会の受託試験として実施した。
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